
Ⅱ 実践編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 不登校児童（第４学年女子）の状況 
 ・９月初旬に同じ学級の児童に悪口を言われたことがきっかけで教室に入れなくなり、その後、不登校

傾向が見られ始めた。  

 
２ 対応の状況（時系列で記載。「☆」：主な取組、「○」：児童や保護者への対応、「□」：その他） 

 

   ☆ 組織的な対応の開始 
    ・「生徒指導委員会」を組織（管理職、学級担任、生徒指導部担当者、養護教諭） 

    ・「児童生徒理解・教育支援シート」（学年別シート）を活用して、当該児童の欠席の状況や当該
児童及び保護者の意向等について把握し、学校としての支援方針を検討 

  

   

   

  

  

  

 

 

 

 

 

 

   ☆ 第１回ケース会議の開催 
    ・学校と町役場子育て支援課担当者、町教育委員会アドバイザーが、学年別シートを活用して、

関係機関との連携による具体的な支援策について協議 

   ○ 町役場子育て支援課担当者及び町教育委員会アドバイザーが、保護者と複数回面談を実施  

  

☆ 第２回ケース会議の開催 
    ・町役場子育て支援課担当者及び町教育委員会 

     アドバイザーが、面談の報告及び今後の対応 

     について協議 

 ○ 管理職や学級担任が継続的に家庭訪問を実施 

    し、当面の対応についての保護者への説明や、 

    当該児童への教育相談を実施 

 ☆ 面談や教育相談の内容を特記事項の欄等に記 
    録し、生徒指導委員会で共有 

 □ 当該児童が保健室登校を開始 

   ○ 生徒指導委員会が中心となり、当該児童に教 

育相談及び学習指導を実施 

   ○ 当該児童が教室に行く際の不安を払拭するた 

め、所属する学級に教員を１名配置 
  

※ 11月以降も、おおよそ月に１回のケース会議を開催し、状況の報告と今後の対応を協議 

※ ケース会議の内容については、「ケース会議・検討会等の記録」にまとめ、全教職員で共有  

【Ａ町の取組】 
「児童生徒理解・教育支援シート」を活用し、関係機関と連携して不登校児童に対応した事例 

 
・「児童生徒理解・教育支援シート」を活用したことにより、教職員のみならず関係機関
と当該児童の状況を共有することができ、組織的に対応することができた。 

・町役場子育て支援課や町教育委員会アドバイザーと組織的に対応したことにより、学校 
と保護者とがつながり、不登校児童が登校できるようになった。 

 

1 「児童生徒理解・教育支援シート」をどのように活用するか？ 

 

道内における取組の事例① 

９月 

【学年別シートに記載した主な内容】 
 

具体的な支援方針 
［目標］ 
・当該児童の実態に応じて継続的に登校できるよう、環境を整備する。 
 

［具体的な支援内容］ 
・不登校対応チームによる継続的な家庭訪問及び教育相談の実施 
・当該児童が登校できる教室の整備（主に保健室） 
・当該児童へのかかわりに関する組織的な体制づくり 
・教室環境の整備（グループや座席配置の工夫など） 
・保護者との定期的な連絡及び相談体制の構築 

 

 

ケース会議・検討会等記録シート 

10月 

11月 

取組の

成果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

道内における取組の事例② 

【Ｂ中学校の取組】 
「欠席が３日続いた生徒への対応マニュアル」や「個人カルテ」の作成等を行った事例 

 
・不登校担当コーディネーターを中心として、「欠席が３日続いた生徒への対応マニュア
ル」を基に組織的な取組を進めることができた。 

・全教員、教育委員会、関係機関等が「個人カルテ」を通して指導方針の共通理解を図る
ことにより、不登校生徒の自立支援を図る校内・外の体制を整えることができた。 

取組の

成果 

１ 不登校等対策委員会の構成 

  不登校担当コーディネーターを中心として教

頭、学級担任、養護教諭で不登校等対策委員会

を構成し、校内で情報を共有したり、関係機関

との連携の窓口になったりするなど、校内・外

における組織的な取組の中心的な役割を担って

いる。 

  

２ 不登校生徒の早期発見や初期対応、自立支援

を組織的・計画的に推進するための具体的な方

策 

 ① チェックリストを活用した早期発見の取組 

  教員が配慮すべき生徒や不登校傾向が見ら

れる生徒の様子を記入し、情報を蓄積してい

る。 

   また、学級担任だけでなく、複数の教員で

記入・分析を行うことで、早期発見に向けた

取組を組織的に推進している。 

  

 ② 「欠席が３日続いた生徒への対応マニュア

ル」を活用した組織的な初期対応の取組 

学級担任が一人で抱え込んだり、学校だけ

で抱え込んだりすることがないよう、不登校

等対策委員会による今後の指導方針の全教員

への周知や、関係機関による生徒や保護者へ

の指導・助言など、校内・外の組織的な体制

やそれぞれの役割を具体化している。 

３ 個人カルテを活用した不登校生徒の自

立支援を組織的に推進するための取組 

  文部科学省の「児童生徒理解・教育支

援シート」を基に、生徒の不登校の状況

や指導の経過、今後の指導方針等を記載

する「個人カルテ」を作成した。 

  学級担任と不登校生徒や保護者との緊

密な連携によって明らかになった本人や

保護者の意向を記載し、全教員で共有で

きるようにしている。 

  また、個人カルテを用いて、学校、教

育委員会、関係機関等が指導方針の共通

理解を図ることにより、校内・外におけ

る不登校生徒の自立支援を充実する体制

を整えている。 

○ ○ ○ ○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 不登校生徒（第２学年女子）の状況 
・前年の 10月に、現在在籍する中学校に転入した際、「自分自身や友達づくりに自信がない」など自尊
感情の欠如や人間関係づくりへの不安が要因で不登校となった。 

・当該生徒は、児童精神科を受診し、うつ病と診断された。 
 

２ 対応の状況（時系列で記載。「☆」：主な取組、「○」：生徒や保護者への対応、「□」：その他） 
   

☆ 学校が、ケース会議の実施に向け、当該生徒に係る情報を教育委員会に適時報告 

☆ ＳＳＷが、ケース会議の実施に向け、学校や保護者、医療機関、教育委員会職員と連絡調整 

☆ 第１回ケース会議の開催 
 ・教職員、指導主事、ＳＳＷが、不登校に至った経緯や現状、課題の情報共有及び今後の対応 

（スモールステップの目標設定と行動連携）を協議 
 
            【ＳＳＷが中心となったケース会議の開催】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  ○ 教育委員会は、ケース会議における支援方法の協議内容を踏まえ、保護者に対して、当該生徒の自

尊感情を高める関わり方について助言 

○ 医療機関は、当該生徒へのカウンセリングを行うとともに、一貫した支援体制を構築するため、当

該生徒に係る情報を学校や教育委員会と共有することについて保護者から同意 

   ☆ 第２回ケース会議の開催 

    ・教職員、指導主事、ＳＳＷ、児童精神科医、保護者が、当該生徒のサークル活動における努力や

成長に関わる言葉かけ、不登校の改善に向けた関わり方について協議   
 

☆ 学校は、別室登校に向けた相談室・保健室の環境や教職員の支援体制を整備 

○ ＳＳＷは、ケース会議における確認事項を踏まえ、当該生徒の自尊感情を高める目標設定や登

校に向けた働きかけ 

 ☆ 第３回ケース会議の開催 

  ・指導主事、ＳＳＷ、児童精神科医、保護者が、各機関の支援状況及び家庭生活の様子を交流 

  ・当該生徒の別室登校に向けた支援の方策 の検討   

□ 当該生徒の登校への意欲が高まり、別室登校を開始 
 

☆ 学校が主体となって、ＳＳＷ、教育委員会及び医療機関との連携を強化し、通常の登校への復

帰に向けたスモールステップの目標設定 

 ○ 当該生徒が自信をもって自ら良好な人間関係を築くことができるよう、生徒会活動等において

役割を与えるともに、構成的グループエンカウンターを実施するなどして所属学級の学級経営を充実 

２ 教育委員会による不登校児童生徒の支援体制づくりをどのように行うか？ 

 

道内における取組の事例① 

【Ｃ町の取組】 
ＳＳＷが学校や医療機関との橋渡し役になりケース会議を継続的に開催した事例 

 
・自尊感情の欠如や人間関係づくりへの不安などから、不登校となった生徒に対応するた
め、ＳＳＷが、学校や医療機関、保護者との橋渡し役となり、ケース会議を継続して実
施し、行動連携を図ったことにより、当該生徒の努力や成長を認め、通常の登校への復
帰に向けた意欲を高めることができた。 

取組の

成果 

５月 

４月 

６月 

７月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６月 

７月 

道内における取組の事例② 

【Ｄ市の取組】 
教育委員会が積極的に不登校児童生徒の支援体制を整備している事例 

 
・ふれあい教室（適応指導教室）や不登校学級を設置し、不登校児童生徒への支援を行う
とともに、不登校などの悩みを抱える家庭への支援として、家庭からの第一歩を踏み出
すことができない児童生徒を対象とした「ファーストステッププログラム」を実施する
ことなどにより、不登校の改善を図っている。 

取組の

成果 

１ ふれあい教室（適応指導教室）の設置  

様々な要因により学校不適応となった小・中学生を対象に、学習指導など個別の指導を行い、集団

生活への適応を促すため、平成３年５月に設置。  

２ 不登校学級の設置  

様々な要因により学校生活に適

応できない小・中学生を対象に、

集団生活への適応を促し、学校生

活への復帰を支援するため、平成

６年４月に設置。 

市内のＥ小学校内に、小学生に

は「さわやか学級」、中学生には「青

空学級」を開設。 

「さわやか学級」は小学校の時

間割、「青空学級」では中学校の時

間割に沿って各教科の授業を行う

とともに、年間を通して炊事遠足

や宿泊研修等の様々な活動を行っ

ている。 

３ ファーストステッププログラムの実施  

教育委員会と社会福祉法人が協力して、

不登校などの悩みを抱える家庭への支援と

して、家庭からの第一歩を踏み出すことが

できない児童生徒を対象に、通所支援のほ

か、軽スポーツやものづくりなどの活動を

通して、不登校状況の改善に向けてサポー

トを行っている。 

４ ファミリーサポーターの配置 

不登校やいじめ、非行などの様々な不安や悩

み、問題などの改善に向け、直接家庭を訪問す

るなどの方法により家族ぐるみの支援を行う。  

家庭の状況に応じて、次のサポーターが相談

や学習支援、登校支援等を行う。 

 

・保護司 

・家庭生活カウンセラー 

・民生児童委員 

・教員・行政ＯＢ 

【不登校学級の指導内容・方法】 
児童生徒の状態や発達に応じた学習を行い、家庭訪問指導、学級での指導（個別

指導、集団指導）を通し、地域の学校への復帰を促します。また、保護者への教育

相談を通し、対象児童生徒を取り巻く家族関係のあるべき姿をともに求めていきま
す。  
(1) 学級の指導  

児童生徒自身が学習内容や時間を決めたり、選択したりすることから、徐々に通
常の学校の時間帯に沿って学習し、他の児童生徒、教師とのかかわりの中で自己実
現や集団内で適応できるように援助します。  

◆ 生徒指導～孤立感、不安感、緊張を和らげ、情緒の安定、解放を図り健全な生
活ができるよう援助・指導を行います。  

◆ 教科指導～児童生徒の個性、能力、学力、興味、関心などに配慮した学習内容

とし、効果的な指導を行います。  
◆ 学級行事～自主的な判断力や協調性、役割分担などの社会性を養うため、体験
教室や炊事遠足、宿泊研修等の集団活動の行事を行います。  

(2) 訪問指導  
◆ 受容的な対応を基本とし、個々の児童生徒の信頼関係の確立を図る中で、児童
生徒自身が心理的なつまずきを洞察し、且つ自己を見つめ直し、再登校に向かう
ための援助を行います。  

◆ 個々の児童生徒の興味関心を中心に経験領域の拡大や家族相互の望ましい関わ
り方について支援します。 

個
別
の
支
援 

計
画
を
作
成 

○ ○ ○ ○ ○○ 


